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藤田医科大学整形外科学の藤田順之教授と認知症・高齢診療科の武地一教授らの研究チームは、

2022年12月から2023年1月にかけて、愛知県豊明市の地域在住高齢者※1を対象に、豊明市が

実施した約1万6千人規模のアンケート調査から、骨折と健康状態の関連を明らかにしました。 

この結果、要介護認定を受けていない、いわゆる“お元気高齢者”のうち、15％が65歳以降に骨

折を経験しており、骨折の回数が多いほど、日常生活動作の低下、身体機能の衰え、うつ傾向、記憶

障害といったさまざまな健康問題が有意に増加する傾向が確認されました。 

特に「嚥下障害※2（飲み込みづらさ）」との関連は強く、骨折経験者ではその発症率が最大2倍以

上に達しました。高齢者の健康寿命を延ばすためには、骨折の予防のみならず、骨折歴のある方へ

の早期の健康支援や介入が重要であることが、本研究から示唆されました。今後は、自治体と医療

の現場が連携し、地域全体で骨折を防ぎ、支える仕組みを築くことが求められます。 

 

本研究成果は、英国のBioMed Central（BMC）によって発行されているオープンアクセス学

術雑誌「BMC Geriatrics」オンライン版で2025年４月１０日に公開されました。 

論文URL : https://bmcgeriatr.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12877-

025-05876-y 

 

 

＜研究成果のポイント＞ 

⚫ 65歳以上の地域在住の高齢者約1万6千人を対象にした大規模調査で、骨折と健康状態の関

連を明らかにしました。 

⚫ 骨折は、要介護認定を受けていない「お元気高齢者」においても、日常生活動作（ADL）※3や身体

機能、うつ症状、記憶障害など多くの健康指標と関連していました。 

⚫ 特に「嚥下障害（飲み込みづらさ）」との関連が最も強く、骨折歴のある高齢者ではその発生頻度

が有意に高いことが判明しました。 

 

＜背 景＞ 

日本は世界でも有数の長寿国であり、高齢者の健康寿命の延伸が大きな課題となっています。

中でも「骨折」は要介護状態への移行や死亡率の上昇につながる重大な健康リスクですが、要介

護認定を受けていない比較的健康な高齢者における骨折の影響については十分に解明されて
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いませんでした。藤田医科大学と愛知県豊明市は、これまでも連携して地域の健康課題に取り組

んできましたが、本研究では、豊明市が実施した地域在住高齢者へのアンケート調査の貴重なデ

ータを活用し、両者の協力体制のもと、骨折と健康状態の関連を詳細に分析しました。 

 

＜研究手法・研究成果＞ 

2022年12月から2023年1月の期間に、豊明市に居住する65歳以上の高齢者のうち、要介護

認定を受けていない方、約1.6万人に対して調査票を郵送。有効回答約1.1万人（回収率71.6%）の

うち、65歳以降の骨折歴があるか否かを尋ねた結果、15％が「骨折あり」と回答しました。 

さらに、骨折回数に応じた健康状態との関連を統計解析したところ、以下のことが分かりました： 

 

・骨折回数が多いほどADL、身体機能、うつ症状、記憶障害のいずれも悪化傾向を示しました。 

・呼吸器疾患、眼科疾患、うつ病などの疾患が骨折回数の増加とともに有意に多くみられました。 

・「嚥下障害」は骨折回数との関連が特に強く、骨折が1回、2回以上あるグループでは、嚥下障害の

報告率がそれぞれ1.34倍、2.24倍と高くなる傾向が確認されました。 

  

＜今後の展開＞ 

この研究結果は、骨折が「お元気高齢者」にも広範な健康への影響を示唆するものです。今後は、

骨粗鬆症の早期発見や転倒予防のための地域での運動指導、住環境の整備、適切な薬剤管理など、

多方面からの介入が求められます。また、今回の横断研究を基盤として、今後は追跡調査を通じて

骨折がもたらす健康への影響をより明確に解明する予定です。 

 

＜用語解説＞ 

※1 地域在住高齢者：病院や施設ではなく、自宅などで自立して生活している高齢者のこと。 

※2 嚥下障害：食べ物や飲み物をうまく飲み込めない状態。高齢者では誤嚥性肺炎のリスク因子と

なる。 

※3 日常生活動作（ADL）：食事や入浴、トイレなど、日常生活を送るために必要な基本的な動作の

こと。 
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